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目的 乳房外パジェット病の予後と合併内臓悪性腫瘍についての文献レ

ビュー 
データソース Medline 
研究の選択 不明 
データ抽出 1962 年から 1982 年までの英文論文からの 196 例と自験例 1 例の

計 197 例 

主な結果 

乳房外パジェット病は高齢女性に多く、発生頻度は女性外陰部、肛

門周囲の順であった。26%が原病あるいは合併内臓癌で死亡。24%
が皮膚腺癌を深部に合併、そのうち 46%が死亡。内臓癌合併例は全

体で 29%、同時合併例（乳房外パジェット病診断の前後 1 年以内に

組織学的に診断）は 12%。肛囲発生例は消化管腺癌、陰茎・陰嚢・

鼡径発生例は泌尿生殖器癌、女性外陰部発生例は乳癌および泌尿生

殖器癌との部位相関があった。 
 
 
 
 
 
 
 
 

結論 

乳房外パジェット病は高率に内臓癌を合併し、部位相関性がある。

乳房外パジェット病では、消化管および泌尿生殖器系の精査を施行

するべきである。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の 6 項

目 

備考 
合併内臓癌として、子宮頸癌（扁平上皮癌・腺癌）、膀胱癌（移行

上皮癌・腺癌）、前立腺癌、腎臓癌、卵巣腺癌、直腸腺癌、総排泄

腔癌、バルトリン腺癌、乳癌が記載されている。 
レビューワー氏名 清原隆宏 

レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（ Ｉ ） 
乳房外パジェット病と合併内臓癌の部位相関性に関する優れた総

説であるが、内臓癌の同時合併の定義を乳房外パジェット病診断前

後 1 年以内に組織学的に診断された場合としており、生物学的に正

確なデータではない可能性がある。 
厳密にはシステマティック・レビューではないが、多数例を詳細に

検討しており、現時点ではそれに準ずるものと評価した。 
 
 
 
 
 

 


